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Specific surface area (SSA) of snow is related to snow albedo and is a better indicator of snow complexity than grain size. We 
measured the SSA of seasonal snow in the 2015-2016 season at Kitami, Hokkaido by using a methane adsorption method 
based on the BET theory. The SSA of snow decreased with time, and their SSA changes originated from the new snow were 
synchronized. The SSA change in the case of depth hoar was smaller than those of isothermal metamorphism. Under melt-
freeze metamorphism in March, the SSA rapidly decreased and became lower than 6 m2kg-1.  
 
はじめに 
 積雪アルベドとの相関で注目されている積雪比表面積（SSA）は、積雪粒
径に代わる新しい観測項目になりつつある。ガス吸着式の比表面積測定装
置 1) を用いて、等温変態過程における積雪 SSA 減少速度の温度依存性が
報告されている 2) 。一方、季節積雪について様々な雪質の積雪層の SSA
を定期的に測定し、その雪質ごとの SSA が減少過程を詳細に調べた例は
少ない。本研究では、2015-2016 年冬季に北海道・北見で積雪断面観測を
実施し、積雪 SSAを継続的に測定した結果について報告する。 
 
野外観測、測定結果および考察 
 北見工業大学野球場にて、2016 年 1～3 月の週 2 回、特定の積雪層を採
取し、液体窒素温度で実験室に持ち帰り、ガス吸着式装置で SSA を測定し
た。測定対象とした積雪層は計 6 層で、1 月の測定開始時から既にしもざら
め雪で融解期にざらめ化した 2 層、降雪直後の新雪からこしまり、こしも化を
経て同様に融解期にざらめ化した 4 層の中から、毎回 2、3 試料を採取し、
測定した。その他、積雪粒径 d2などの記録も行なった。 
 降雪直後の時刻を起点とする、各層の SSAの時系列変化を Figure 1に示
した。一般に、新雪 SSA は大きな幅があるが、降雪後約 200 時間で SSAの
値は収束し、SSA の時間変化はほぼ同一ラインに乗ることがわかった。一方、
大きな温度勾配変態過程を経た試料では、等温変態過程のラインから SSA
がやや下回り、等温変態過程より SSA 低下速度が大きいとする先行研究の
結果 3)と定性的に合致した。また、融解再凍結過程では SSAが急激に低下し、SSAが 6 m2kg-1以下となった。 
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Figure 1. 積雪 SSAの雪質毎の経時変化 
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